20110710　1部礼拝

信徒に優先に望まれること(ルカ1:1-4）

梅雨明けして、猛暑の日々が始まり、今、続いています。その中で、神様の恵みを心から慕いつつ、礼拝に来られた一人一人に、神様の豊かな祝福と恵みが注がれることを、まず祈りたいと思います。私たちは神様の恵みによって、イエス・キリストを信じ、神の民、神様の子ども、信者となっている者です。それゆえ、神様は、世の中の人は知らない大きな恵みと祝福を、必ず私たちに与えられ、私たちが勝利できるように導いてくださることを信じています。礼拝をとおして、そのようなことが、より確かになり、心に確信と喜びがあふれるクリスチャンであっていただきたいと願います。しかし、多くのクリスチャンの方々が、残念ながら、信者としての信仰生活を負担に思って、重いものとして誤解し勘違いしているのではないかと思います。それは結論から申し上げますと、勘違いです。神様が私たちをクリスチャンとして召されたとき、今までの重荷と、すべての疲れから、私たちを解放し、力強い勝利の人生を歩んでもらうために、そのように召してくださいました。それで、私たちに許されているのが信仰生活なのに、その信仰生活が、どれほど難しく負担になっているのでしょうか。それは、私たちが今まで、神様の愛と恵みを正しく理解するまでに生きてきた生き方、そこにあった考え方などが根強くまだ残っているので、そのような勘違いに振り回されているのだと思います。そのような意味で、聖書をとおして一つ一つ解決して、「そうではなかった」のだと、言葉を変えますと、神様が信者の私たちに望まれることはいったい何なのか、そのこと自体に誤解がありますので違う方向に行くしかありません。そうすると負担になります。ですから、まず、聖書をとおして、神さまが、信者の私たちに何を望んでいらっしゃるのか。また、いろいろな望みの中で、真っ先に優先的に望まれることは何なのかを正しく理解し、神様と通じるようになれば必ず勝利を勝ちとるようになります。そのような祝福が礼拝をとおして、また、聖書のメッセージを聞きながら、そのような悟りが与えられることを、まず祈りたいと思います。
だいたい、もう神様の愛、イエスさまによって救われて信者になりましたので、まず、自分自身にあった問題がきれいに解決されるべき、そうならないといけないと先に考えてしまいます。それは神様が信者の私たちの具体的な問題が解決されること、それを望まれると思っているからでしょう。でも、聖書を見ると、神様が信者に先に望まれることは、私たちあるその問題が解決されることではありません。それから、信者になったので、「より良い子にならなければ、より良い人間にならないと、自分が変わらないと」と思いますが、それも神様が先に望まれることではありません。私たちが勝手に自分でそう思い込んでいるだけです。それと信者になったので、目に見える結果が必ず付いてこないと、つまり、成功しないといけないのではないかと思うのです。もちろん、成功はついてくるものでしょうけれども、神様が信者の私たちに先に望まれ、求めていることは、私たちが成功することではありません。ものごとがうまくいくことでもありません。そのような肉体的なレベルのことではないということを、まず覚えてください。
それで、今日からルカの福音書を考えていくようになりますが、ルカという重職者が、テオピロという偉い人に手紙を書いて送りました。そのテオピロがイエスさまを信じて、信者になった人ですが、信じて間もない人なのか、信じてある程度、時間が経っているのかはよくわかりません。でも、イエスさまを信じているテオピロという人に、ルカは何が必要なのか、神様は何を望んでおられるのか、よくわかっていたので、そのために手紙を書き送りました。その理由をこのように書いています。「尊敬する人よ、すべてのことを初めから綿密に調べていますから、それを正しく書いてあげるのが良いと思います。それがあなたに必要なものだと思いますよ」と。それから、「それによって、すでに教えを受けられた事柄が正確な事実であることをよくわかっていただきたいと存じます」そのために、この手紙、つまり聖書、神の御言葉が必要です。神様はイエスを信じて救われた信者であるテオピロ、あなたにこのようなことを真っ先に望んでおられるという意味です。イエス・キリストを信じて受け入れました。信者になりました。その人は聖書をとおして、すでに神様から教えられたもの、すでに神から与えられているもの、大切なポイントは「すでに」です。信徒の方々が、すでに神様から与えられているもの、すでに信じていること、すでに教えられていること、そこを掘り出してそこにどんどん入っていくべきなのに、それは一段階のようなものにして、次は何かないのか、新しい何かはないのか、どうすればいいのかというように、違うところを叩くようになります。そうではなくて、クリスチャンとしての信仰生活のポイント、神様がイエスさまを信じている私たちに本当に望まれることは、まず、すでに受けているもの、すでに勉強したもの、すでに神様が与えられたもの、それが正確な事実であり、「それが本物なのだ。なるほど、そうだったのか」と確信を持って、固まることが、神様が望まれることです。それで神様はルカという人をとおして、聖書を残すことになりました。今、聖書が手元に許されている理由、私たちがこんな猛暑の中で、遊びに行かないで、どこかで裸になって楽に横になっていないで、礼拝の場に来て、礼拝をささげている理由は、そのことが確かなものになって、すでに受けているもの、与えられているものが、より正確なものになり、固いものになっていくことのためです。これから礼拝のたびに、礼拝をとおして、特にメッセージを聞き、聖書を教えられるたびに、そういうことを求めつつ、そういうことをしっかりと心に留めて、そのような恵みに預かっていただきたいと思います。礼拝をささげるたびに、来るときにそのような期待を持って、礼拝が終わったら、「なるほど、それがそうだったのか。やっぱり、そうだね」という風に、毎回、毎回、礼拝のたびに、日曜日の礼拝はもちろん、どのような礼拝でも同じです。一番、真っ先に、優先的にそのようにしてください。
1． イエスさまを正しく知ること
神様が、イエスさまを信じている信者の私たちに何より先に望まれること、それは私たちが考えているようなことではなく、すでに私たちが信じているイエスさまのことを正しくわかること、イエスさまのことを正しく理解すること、それが信者である私たちに神様が何より優先に望んでおられることです。このことをぜひ、忘れないで覚えていただいきたいと思います。これが一番であり、一番、優先なのです。順序が混乱してしまうと、内容が正しく、心の思いがまじめであっても、結果として、神様と合わないのです。そして、結果として信仰生活そのものを誤解するようになり、他の人にも誤解を与えるような二重、三重、困ったことになりますので、そのようないろいろなことを全部、おろしてください。
１）すでに信じているイエスさま
　今、私に何より必要なのは、私が信者であれば、（もちろん信者でなければ話は違います）クリスチャンであれば、一番、先に私に必要なものは何でしょうか。私にとって一番、重要なのは、すでにみなさんが信じているイエスさまのことを正しく知ることです。私たちは、「イエスさまを信じます」と信者になりました。もし信じてない方がいれば、まずイエスさまを信じていただきたいと思います。信じた方であれば、信じて私とともにおられ、私が信じたイエスさまのことをあまりバカにしないで、イエスさまのことを、正しくわかっていただきたいと思います。それが信仰生活であり、正しいクリスチャンの順序であります。信仰生活を正しく理解するために、一番、大切な言葉は「すでに」です。他の新しい何かを求めていくのではありません。多くの人があそこに行けば新しい何かがある、あの先生のもとに行けば、何か新しいものがあるかと思って、あっちこっち行こうとしていますが、そうすると人生終わるまで、本当のハッピーは訪れてきません。それはクリスチャンとしての基本が、どこか崩れているということです。それは本人の霊的問題でもあるでしょうが、実はイエスさまのことをバカにしているようなものなのです。神様が私たちに与えられたものは、神さまが私たちになされたこと、それをバカにするようなことなのです。それで十分なのです。すでに神様から与えられているもの、すでにみなさんが信じているイエス・キリスト、すでにみなさんが教えられました聖書のお話、それで十分なので、それを確かなものにしていくこと、これがスタートです。他のどこかに目を奪われて、よそ見などしないようにしてください。それがクリスチャンのあり方なのです。クリスチャンはすでに与えられているものに、まっしぐらに、まっすぐに行くものであって、わき見運転をして事故を起こすようなものではありません。
ルカがテオピロに書き送りました。「すでにあなたはイエスを信じているでしょう。すでにイエスについて聞いたでしょう。教えられたでしょう。それが確かなものです。それが確実なものになり、それで良かったとなるように、私が最初から綿密に調べてこれから書きます」と。テオピロがこのルカの手紙をもらって読んでいくうちにどうなったでしょうか。「なるほど。私が信じたイエスさまが本当にキリストなのだな。イエスさまが本当に約束されたメシヤに違いないのだな」となるでしょう。その結果、最終的に手紙が終わるころにはどうなるでしょうか。「なるほど。このイエスさまを信じるようになったということは、なんとすごいことなのだろう。イエス以外には救いの道があるはずがないね。このイエスを信じている自分はなんと幸いな者なのか。今までのような人生観、考え方などはあてにならないね。それを変えましょう。今までは目標があったり、自分でいろいろと頑張っていたが、そういうものではないのだね。私はもう幸いな者のだ。だから、残りの生涯はこのキリスト、イエスの福音、神の国のためにあるものなのだね」となるでしょう。それがクリスチャンの本格的なスタートになります。そのために手紙を書き送りました。
確かなものにならないといけません。他の何かで補って、何かが必要なわけではありません。それほど、すでに与えられているもの、すでに信じているイエスが足りない方、どこか穴が開いている、不足している方ではないということです。ですから、何かがまた必要であるかのようにさまよわないで、すでに、それで十分なのです。そちらの方にすべての神経を集中してみてください。まるで、中心があって、そこに切れないロープで縛られ、求心力によってグルグル回ると、どこかへ行こうとしたり、何かの問題が起こるたびに、逆に動けば動くほど、中心の方に引っ張られるようになるでしょう。「すでにイエスが与えられて、すでにイエスを信じて、すでにイエスを教えられているわけですから、それで十分なのだよ。それでは足りないかと思って、新しい何かを求めてどこかへ行こうとするのは勘違いなのだよ」ということです。自分自身をはじめ、自分の子ども、周りの人にもキリスト教を勘違いさせる困ったことをしでかすようになります。だから、最初から信仰生活そのものが、こんがらがってしまうのです。そうではありません。すでにあるものに、どんどん引っ張られていくということです。昨日もイエス、明日もイエス、あさってもイエス、死の影の谷を歩いてもイエス、いいことがあってもイエス、悪いことがあってもイエス、イエスがより深められるようになることです。別に混乱する必要はありません。知識が足りないから問題だというのは勘違いです。すでに与えられているもので十分なのです。そこを掘り出していけばいいのです。もうこれ以上迷う必要はありません。これ以上、迷いはいりません。
２）イエスはキリスト
神様はすでに信じている、すでに神様から与えられているイエスがキリストであることを正しく知ること、イエスがキリストであるとはどういう意味でしょうか。それは人の救いのために神様が送ることを約束していたメシヤその方です。そして、そのキリストによって私たちは救われるようになっていて、それが「イエスは救い主、キリストです」という意味です。聖書にはいろいろな表現が使われています。キリストという言葉は「油注がれた者」という意味があって、油注がれたというのは預言者、王様と祭司にそういうことが行われていました。それは説き明かして申し上げると、私たちにはどうすることもできない罪の問題があり、罪によってサタンに捕らわれて、結局は神様の祝福とは永遠に断たれてしまったものという意味があります。それで、その問題を解決するために真の王様として、偽物の王、悪魔の頭を踏み砕いて勝利するし、罪を赦すために祭司になって、身代わりとして罪を赦し、神から離れていた私たちが、また神様と一緒になれるように預言者の役割を果たしますというのが、キリストという意味です。この言葉が難しく思われるならば、それが救いということなのです。それによって、私たちのすべての問題を解決するというのがキリストの意味です。聖書にはそれを光、いのち、真理など、いろいろな言葉、表現がありますが、とにかく神様が私たちに望まれること、私たちも何よりも優先に神経使わないといけないこと、それはイエスさまがキリストであることを知ることです。それで「イエスと暗やみは一緒にできないものなのだね。イエス・キリストなので暗やみは逃げ去り、一緒に同席できないものなのだね。イエスはまことのキリスト、王様なので、サタンと悪霊が同席できないのだね。イエスはまことの祭司でキリストなので、罪とのろいとそれによる運命による力と同席できないのだね。イエスはキリストなので、地獄の運命、地獄の勢力とは同席できないのだね。滅びの運命、滅びの勢力がイエスと同席できないのだね。イエスはキリストなのだね」だから、イエスがキリストであれば、「イエス」となると何が何でも暗やみは一緒にできないのです。それにだまされる必要はありません。イエスはそういう方です。
３）イエスの豊かさ
　それから、イエスがキリストであるというのは、イエスで十分だという、イエスの豊かさなどを知ってほしいというのが神様の願いです。さっきも申し上げましたように、すでに神様から与えられたイエス、神さまはイエス以外には何も与えたことがありません。なぜでしょうか。イエスだけが道であり、イエスで十分だからです。それなのに、私たちはイエスを信じて、イエスを置いておいて、別のプラスアルファをいつも求めています。これが私たちの病気をずっと持続させる困ったことなのです。神様が望まれるのは、すでにみなさんが信じたイエスで十分だとなることです。ヨハネの福音書では、「イエスが来られたのはいのちを与えて、それを豊かにするために来られた」とあります。エペソ１章１０節には、イエスにあって天にあるもの、地にあるものが、一つに統一されるようになっているとあり、イエスで十分なのです。私たちがよくわかっていないだけであって、これが、聖書が書かれている理由なのです。これが、神様の願いなのです。「イエスの他にプラスアルファが必要であるかのようにさまよわないで、新しいものを求めたり、どこかに首を突っ込んだりしないで、イエスの方に行きなさい。イエスで十分なのだよ」多くの人がイエスは単なる基礎のように勘違いしています。それでは信仰生活が成り立ちません。イエスで十分です。コロサイ２章２、３節には、「イエスの中にすべての知恵と知識の宝物が全部そこにあるよ」と言っています。イエスは昨日も今日も永遠に変わらない方です。
2． イエスさまに固まること
そのようなことを正しく理解し、ルカがテオピロに手紙を送った理由でもありますが、神様が望まれるのは、そのようなことが、しっかりと、だんだん、どんどん固まっていくことです。新しい何かを付け加えることではありません。たとえば、メッセージを聞くことは大切です。ただ、メッセージの量が足りないので、たくさん聞かないといけないというのは勘違いです。すでに聞いていることで十分です。それが固まっていく作業が残りの課題です。訓練はとても大切なものです。けれどもイエスで十分でないので、すでに与えられている神様で十分でないので、訓練を積み重ねないといけないという意味で、訓練を受けているというのは勘違いです。すでに与えられているもので十分です。楽になってください。信仰生活は負担ではありません。みなさんに他のことが求められることでもありません。何かが足りないからもっと補わないといけないという負担、あせりなどは全部、捨ててください。望まれることは一つだけです。すでに皆さんと一緒にいらっしゃるイエスを正しく知り、つまりイエスがキリストであることを知り、そのことがどんどん固まっていくことです。私たちになぜ満足がないのでしょうか。これで十分ではないと思い、何か欲しいのだけれど、まだそれが手に入っていないので、何かメッセージが欲しいのだけれど、まだ手に入っていないので、満足できないし、あせりを覚えるのでしょう。勘違いなのです。
神様は、それはある意味とても嫌われます。誰かが愛を持ってプレゼントしました。そのプレゼントをありがたく思うのが礼儀であり、差し上げた方の望みです。特に、そのプレゼントが完璧なものであれば、それで十分なのです。それに「惚れてまうやろ」になって、いつも「べたぼれ」していること。時間がたてばたつほど、わかればわかるほど、「すごいものだったね。そんなものをくれたの。もらったときもうれしかったけれど、わかればわかるほど、びっくりするね。そんなに私のことを思っていてくれたの」としていくこと、それが当たり前でしょう。そうしないで、プレゼントはしまっておいて「もっと何かいいもの、新しいものはないか」と、あげた方から見ても腹が立つのです。神様は私たちに、余計ないろいろなものではなく、イエスを与えられました。それでもう終わり、それ以外にはもうないのです。なぜでしょう。それでもう十分だからです。そうすると、それをもらった私たちにとっては、よそ見などしないで、わき見などしないで、それ一点に集中してください。
１）発見
昨日より今日、もう一度イエスがキリストというのを新たに発見され、「そうなのか。神様はこんなにも僕のことを愛して、こんなにもすごいプレゼントが与えられたのか。良かったな」。ときには失敗したときにも、失敗をどうにかしようとしないで、失敗を埋めるために何か動員しようとしないで、イエスをとおして。「それでもイエスに引っ張られて、この失敗も越えることができないイエス、なんとすごいのだろう」。失敗するまでは理論であって、失敗しないと経験できないこともあるのです。「やっぱりイエスはキリストなのだね」それで「惚れてまうやろ、神様、サンキュー」そういうことが神様が望まれることでしょう。でも、みなクリスチャンが、またキリスト教の雰囲気そのものが、何か宗教的なものになって、何かをしなきゃ、何かを差し上げなきゃ、何かを補わなきゃという感じなのです。神様がご覧になったときには腹が立つでしょう。負担をかけることもないし、逆に重荷とすべてを全部下して、「わたしのくびきは負いやすく、軽いのだよ」とおっしゃっているのに、私たちは自分で勝手につくるのです。
２）確認
新しい何かは要りません。また、そのようなものはありません。すでに信じているイエス。みなさん心から良かったですね。私はあの人のように一生懸命、訓練に行けないから私はだめだと思っていたのに、これは訓練に行かなくてもいいと言い訳にするものではありません。すでに私にイエスがいるのではないか。すでに聖書があるのではないか。それで十分なのです。この方向を、ポイントを違うところに持っていた、それを取り戻して、ポイントをイエスの方にすれば、もどかしいというのはないでしょう。もうすでにあるものの方に行けばいいだけです。ないものを探して、頑張って、アップアップしないで、「すでに」これがキリスト教です。これを福音と言います。
３）確信
すでにイエスが。それでイエスを発見して、イエスがキリストであることを改めて確認し、その結果、確信を持つこと、それが神様が望まれることです。何によってでしょうか。神秘的な体験でなく、まず、ルカがこの手紙を送って聖書になりました。
４）御言葉によって

つまり、御言葉によって、聖書をとおして、聖書を解き明かすメッセージをとおして、そういう意味で礼拝はものすごく大切です。それをとおしてイエスを正しく理解して、もうイエスについて、いっぱい聞いたでしょう。それを、どんどん改めて発見して確認して確信する、それが礼拝で、御言葉であり、聖書を見る理由なのです。それが、神様が望まれること、それが、聖書が許されて、書かれている理由、私たちが礼拝に来て、メッセージを聞く理由はイエスを知り、すでに信じているイエスのことが、自分の中で正確に事実であり、確かなものになり、固まっていくためにあるものなのです。これからぜひ、そのような意味合い、願い、祈り、期待を持って、礼拝に臨んでいただきたいと思います。そうすると必ず成功します。約束します。成功は目的ではありません。きちんと神様が望まれることをやっていればいいのです。負担など持たないでください。
3． イエスさまで結論が出ること
それで、イエスをキリストだと知り、それが聖書、御言葉をとおして、どんどん固まっていくと、その結果、どうなるかというと、イエスで結論を出すようになります。これが目的です。これが、神様が望まれることです。なぜイエスのことを、そこに集中して固まっていくのでしょうか。イエスで結論を出すように。
１）自分は幸せ者
どのような結論でしょう。先ほども申し上げましたように、「自分は幸いな者、幸せな者なのだね。つまり、別の余計なところなどに行く必要などないのだね。何も心配することなど、実はない人生になっているんだね」と。「自分は幸いな者、幸せな者ですよ」と、それがイエスでそのような結論を出さないといけません。他の条件ではなくイエスで出さないといけません。イエスがキリストであれば、そのイエスを信じている自分は、すでにできているものですから、自分は幸せな者、幸いな者、ハッピーなのです。
２）神の国
ですから、これから私の人生は神の国のために生きる者です。生きる理由が変わります。正しく確かめられて、固まっていけばそうなります。それが理由です。すべてから解放され、今までの自分の人生のわだかまり、目標など全部、そこから解放されフリーに、自由になります。それから神が与えられた新しい人生の理由、神の国、それを伝道とも言います。つまり、自分の中に天国が来ているので、その天の御国の祝福を味わい、天の御国が臨まれること、それが生きる理由になります。結論です。なぜでしょうか。イエスがキリストであれば、心配も地獄も暗やみもサタンも罪も滅びの人生も、一緒に同席できません。イエスがキリストなので、そのキリストを信じて受け入れましたので、私は幸せな者、幸いな者なので、残りは神の国です。
３）Only 聖霊充満
そのために私に残っているのは、私に必要なのは、自分の力ではなく、言い訳でも計算でもなく、心配でも不平も不満も何も暗やみのものではなく一つだけ、聖霊に満たされると力を得るようになります。聖霊充満が私たちの生きる方法です。その一点に絞っていくようになります。どのようにすれば、でしょうか。イエスを正しく知り、本当にそうなのだと確信でき固まっていけば、そのような結論が出ます。それなのにイエスの方に行かないで、何かを求めて、何かをするためにあちこち行くのは、もう終わりにしましょう。神様はすでに十分なものを与えられました。それにこだわってください。どこまででしょうか。それが固まって膝を叩くくらいで、そこから結論が生まれるように。「死の影の谷を歩いていても、関係なく、僕は幸せな者なのだね。だから今までのように、世の中の人のように、そういう幸せを求めて頑張る人生はもう終わったのだよ」。天の御国のために。それから、どうすれば神の国を広めることができるのでしょうか。どうすれば神の国の中を歩くことができるのでしょうか。聖霊充満なのです。約束されています。イエスがキリストであるがゆえに聖霊がともにおられ、私に必要なのは厳しいか、優しいか、難しいか、やりやすいかなどとは関係なく、聖霊充満だけ、Only聖霊充満です。その聖霊充満を求めつつ、祈りに専念していくようになります。そのときからクリスチャンの本当の意味でのクリスチャン人生が始まるようになります。神様はそのようにスタートさせるために、私たちに真っ先にこのようなことを望んでおられるのです。すでに私たちに与えられたイエス、イエスについて聞いたことを握って、いつもそこに戻って、そこを深く堀ってください。どこまででしょうか。そこからラッキー、ハッピーという結論が出るまでです。それで生きる理由が福音宣教です。「無理やり伝道しなさい、私は現場と関係ありません、あります」ではなく、自然に結論として。それから、それができる、できないとかでなく、伝道は生きる理由です。それをもって、聖霊充満という約束に入っていくことです。なぜでしょうか。イエスがキリストなので。それでみなさんが、ルカの福音書が終わるころではありません。今日でも、来週、ルカの福音書の次の部分を見ているときにも、イエスのことを私たちは確認して、確かめていくでしょう。そこで、「なるほど。そうなのか」とすぐに聖霊充満のほうに持って行くようになります。また、そうしないといけません。それが目的で、それがクリスチャンです。負担ではありません。みなさんをどこか誘っている、さまようようにする誘惑、それがどんな内容でも断ち切るようにしてください。そして、礼拝のたびに御言葉をとおして、イエスに集中して、イエスによって結論を出し確認するようにしましょう。それが礼拝です。礼拝に来るときに、どのような思いで来るのですか。神様、今日もすでに与えられているイエスと、イエスの奥義、それを確かめるときにしてください。それが固まっていくようにし、それで、そこから結論が出て、結論を確かめる礼拝にしてください。礼拝をとおして、別に新しい新鮮な何かをいつも注いで、投入するようなものではありません。それで確認し、現場に向かって、神の国、聖霊充満を握って現場に戻っていく、これが礼拝です。毎回、毎回、いつもイエス、イエスでつまんないでしょうか。飽きないでしょうか。絶対、そんなことはありません。深く掘っていないので、みな飽きるとか言っているのです。これは危ないです。
結論
みなさんはイエスの血によって、神の恵みと愛によって、クリスチャン、信者になりました。イエスが与えられているので、みなさんはすごい存在なのです。自分でそう思えないでしょうが、でも、そうなのです。これから、そう思えるときが来るでしょう。あまり、あせらないように。ですから、余計なところに神経を奪われないで、すでに信じているイエスのほうに行ってください。なぜ迷っているでしょうか。すでにそこにあるのではないでしょうか。イエスによって、いつも結論が確認できるクリスチャンであってください。それで聖書が教えている正しい意味での初代教会から見られる祈りに専念することを決心する礼拝となり、クリスチャンになっていただきたいと願います。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。今日も主の恵みとキリストの血潮によって救われて、神の子どもとされている兄弟姉妹が、主の御前に、礼拝のために集いました。どうか一人一人が神様からすでに与えられている、すでに信じているイエス、それで十分であること、神様がそのイエスに固まって、イエスによって結論を出して、主とともに歩み、天の御国の祝福を歩むことを用意して望んでおられることを、今日も確認しました。どうか一人一人がこの御言葉を握って、本当に神様が望まれる、通じるクリスチャンにしてください。すべての負担、勘違いから自由になって、キリストを味わうクリスチャンにしてください。感謝してイエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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